
忠臣の「親母」

『
万
葉
集
』
巻
九
・
一
七
九
○
、
九
一
番
歌
の
題
詞
に
は
、
集
中
一
例
と

な
る
「
親
母
」
の
語
が
あ
る
。

天
平
五
年
癸
酉
、
遣
唐
使
の
船
難
波
を
発
ち
て
海
に
入
る
時
に
、

し
ん
ぼ

親
母
の
子
に
贈
る
歌
一
首
井
せ
て
短
歌

秋
萩
を
妻
問
ふ
鹿
こ
そ
独
り
子
に
子
持
て
り
と
い
へ
鹿
子
じ
も

の
我
が
独
り
子
の
草
枕
旅
に
し
行
け
ば
竹
玉
を
し
じ
に
貫
き
垂

れ
斎
尭
に
木
綿
取
り
垂
で
て
斎
ひ
つ
っ
我
が
思
ふ
我
が
子
ま
幸

く

あ

り

こ

そ

（

⑨

一

七

九

○

）

反
歌

旅
人
の
宿
り
せ
む
野
に
霜
降
ら
ば
我
が
子
羽
ぐ
く
め
天
の
鶴
群

（
⑨
一
七
九
二

（
本
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
芦
以
後
、

新
編
全
集
『
萬
葉
集
」
〕
。
な
お
、
論
の
都
合
上
、
一
部

引
用
に
原
文
と
訓
読
文
を
併
記
し
た
箇
所
が
あ
る
。
）（１）

「
親
母
」
に
は
、
「
オ
ヤ
」
「
ハ
ハ
」
な
ど
の
訓
を
付
す
注
釈
書
も
あ
る

が
、
同
時
代
史
料
で
の
確
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
万
葉
歌
の
「
オ

忠
臣
の
「
親
母
」

は
じ
め
に ｌ

天
平
五
年
遣
唐
使
の
「
親
母
贈
子
歌
」
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

ャ
」
は
、
「
父
母
、
と
り
わ
け
母
親
」
と
「
祖
先
」
と
に
大
別
さ
れ
、
前
者

に
は
「
恋
の
障
害
」
や
子
が
「
異
郷
に
在
っ
て
」
「
思
慕
す
る
」
含
万
葉
こ

と
ば
事
典
』
文
責
梶
川
信
行
）
例
が
あ
る
。
「
ハ
ハ
」
に
も
同
様
の
例
（
⑭

四
三
四
○
、
三
五
二
九
、
⑳
四
三
四
六
、
四
三
九
二
な
ど
）
が
あ
る
。
し
か
し
、

当
該
の
「
親
母
」
は
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
。
当
該
歌
は
、

「
親
母
」
自
身
を
詠
み
手
と
し
、
「
吾
子
」
を
案
じ
る
歌
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
例
と
は
一
度
切
り
離
し
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
一
方
、
「
親
母
」

は
漢
籍
に
例
が
あ
り
、
「
生
母
」
を
い
う
漢
語
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
便
宜
的
に
「
シ
ン
ポ
」
と
よ
む
。

先
行
研
究
で
は
、
当
該
の
「
親
母
」
を
「
天
平
五
年
（
七
三
三
）
癸
酉
」

（２）

に
難
波
を
発
っ
た
遣
唐
使
の
生
母
で
実
作
者
と
す
る
説
が
あ
る
。
ま
た
、

（３）

こ
れ
に
「
専
門
の
歌
人
の
手
」
が
加
わ
る
と
す
る
説
も
あ
る
。
一
方
、
「
親
母
」

（４）

の
漢
籍
で
の
用
例
と
し
て
、
「
准
南
子
』
「
斉
俗
訓
」
が
あ
が
る
。
そ
こ
で

の
「
親
母
」
は
、
「
継
母
」
と
の
比
較
か
ら
子
に
誠
意
と
愛
情
を
傾
け
る

存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。
「
親
母
」
は
、
「
継
母
」
と
は
異
な
る
特
別
な
「
母
」

の
よ
う
な
の
で
あ
る
。
す
る
と
「
親
母
」
を
実
作
者
と
断
じ
る
前
に
、
「
親

母
」
と
は
何
か
、
当
該
歌
は
な
ぜ
「
親
母
の
子
に
贈
る
歌
（
親
母
贈
レ
子
歌
）
」

な
の
か
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
歌
表
現
の
検
討
か
ら
み
え
て
く

保
坂
秀
子

-７９-



忠臣の「親母」

る
も
の
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
、
当
該
の
長
反
歌
が
「
親
母
」
の
子
に
対
す
る
想
い
の
深
さ

を
主
題
と
す
る
点
に
異
論
は
な
く
、
本
稿
も
異
論
は
な
い
。
た
だ
し
注
目

す
べ
き
疑
問
や
指
摘
も
複
数
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
、
反
歌
の

「
鶴
」
に
「
史
記
」
「
周
本
紀
」
の
影
響
が
あ
る
と
す
る
指
摘
（
井
上
通
泰

『
萬
葉
集
雑
孜
』
〔
以
後
、
井
上
『
雑
孜
』
〕
）
と
、
そ
れ
を
受
け
て
「
詩
経
』

や
「
易
経
』
の
影
響
も
あ
る
と
す
る
指
摘
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬

葉集』〔以後、新大系『萬葉集乞）がある。例えば『易経』には、「鶴」

の
母
子
の
絆
の
深
さ
が
述
べ
ら
れ
る
（
後
述
）
。
こ
う
し
た
点
は
、
「
相
聞

的
杼
情
の
契
機
と
な
る
景
物
」
急
万
葉
こ
と
ば
事
典
』
文
責
大
浦
誠
士
）

と
さ
れ
る
万
葉
歌
の
「
鶴
」
の
用
例
か
ら
は
み
え
て
こ
な
い
。
ま
た
指
摘

さ
れ
た
漢
籍
の
文
言
は
、
い
ず
れ
も
、
古
代
の
知
識
人
が
詩
作
の
際
に
利

用
し
た
類
書
『
藝
文
類
聚
』
に
掲
載
さ
れ
る
。
当
該
歌
と
漢
籍
の
影
響
関

係
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
考
察
さ
れ
て
お
ら
ず
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
こ

（
５
）
（
６
）

の
ほ
か
梶
川
信
行
、
鈴
木
利
一
か
ら
の
疑
問
や
指
摘
に
注
目
す
べ
き
点
が

あ
る
（
後
述
。
な
お
本
稿
で
引
用
す
る
梶
川
論
・
鈴
木
論
は
全
て
こ
れ
に

よ
る
）
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
に
も
対
応
し
つ
つ
、
歌
の
原
文
表
記
を
中
心

に
当
該
題
詞
の
「
親
母
」
を
考
察
す
る
。

一
原
文
か
ら
み
る
一
七
九
○
番
歌
ｌ
「
一
子
二
子
」
と
「
吾
子
」

秋
芽
子
乎
妻
問
鹿
許
曾
一
子
二
子
持
有
跡
五
十
戸
鹿
児
自
物
吾
独
子

之
草
枕
客
二
師
性
者
竹
珠
乎
密
貫
垂
斎
戸
示
木
綿
取
四
手
而
忌
日
管

吾
思
吾
子
真
好
去
有
欲
得
（
⑨
一
七
九
○
）

右
に
、
一
七
九
○
番
歌
の
原
文
を
あ
げ
た
。
原
文
を
構
成
す
る
文
字
列

の
特
徴
を
み
る
と
、
「
鹿
」
が
複
数
詠
ま
れ
る
（
①
）
、
数
字
を
含
む
語
が

多
用
さ
れ
る
（
②
）
、
「
吾
」
が
多
用
さ
れ
る
（
③
）
、
『
万
葉
集
』
に
一
例

と
な
る
表
記
（
「
忌
日
」
）
が
あ
る
（
④
）
の
各
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特
徴

②
③
の
箇
所
に
は
「
子
」
も
複
数
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
題

詞
に
い
う
「
親
母
」
と
「
子
」
の
結
び
つ
き
を
歌
で
ど
う
詠
む
の
か
、
本

章
で
検
討
す
る
。
ま
た
、
特
徴
①
③
で
は
、
「
妻
問
鹿
」
（
雄
鹿
）
を
詠
む

な
ど
題
詞
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
「
父
」
の
要
素
が
み
え
る
。
こ
の
点

を
次
章
で
検
討
し
た
い
。

で
は
、
特
徴
②
を
み
る
。
今
日
「
独
り
子
に
子
持
て
り
と
い
へ
」
と

訓
読
さ
れ
る
「
一
子
二
子
持
有
跡
五
十
戸
」
は
、
ほ
か
の
句
と
は
異
な
り
、

訓
読
に
大
き
く
三
つ
の
説
が
あ
る
。
今
日
の
訓
読
は
、
．
子
二
」
と
そ

いまむらたぬし（７）

れ
以
後
で
分
け
、
「
ヒ
ト
ッ
コ
ニ
モ
タ
リ
ト
イ
ヘ
」
（
今
村
楽
）
と
訓
読

す
る
説
を
修
正
し
た
「
ヒ
ト
リ
ゴ
ニ
コ
モ
テ
リ
ト
イ
ヘ
」
説
が
、
多
く
の

注
釈
書
に
支
持
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
は
、
「
一
子
」
と
そ
れ

以
後
で
分
け
「
ヒ
ト
ッ
コ
フ
タ
ッ
コ
モ
タ
リ
ト
イ
ヘ
」
亀
代
匠
記
』
〔
精

撰
本
〕
）
と
訓
読
す
る
説
、
ま
た
今
村
説
を
受
け
、
「
二
」
を
「
乎
」
の
誤

り
と
し
、
「
ヒ
ト
リ
ゴ
ヲ
モ
タ
リ
ト
イ
ヘ
」
（
『
萬
葉
集
古
義
」
）
と
訓
読
す

る
説
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
一
こ
を
助
詞
と
認
め
る
の
に
多
く
の
検
討
が

積
み
重
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
「
一
子
二
子
」
は
熟
語
性
が
強
く
、

誤
読
の
可
能
性
も
で
て
く
る
。
し
か
し
、
異
同
は
な
い
。
書
き
手
は
、
意

図
を
も
っ
て
こ
の
表
記
を
採
用
し
た
と
考
え
る
。
先
に
要
点
を
述
べ
る
と
、

．
子
二
子
持
有
跡
五
十
戸
」
に
は
二
つ
の
文
脈
が
あ
る
。
一
つ
は
、
「
五
十

戸
」
と
絡
む
九
九
を
利
用
し
た
戯
書
で
、
も
う
一
つ
は
漢
籍
を
踏
ま
え

し
ほ
き
ゐ
ｌ
に
１
１
-
ト
ー
鵬
ｒ
ご
の
し
ま
へ

た
文
脈
で
あ
る
。
前
者
は
、
例
え
ば
「
潮
左
為
二
五
十
等
児
乃
嶋
邊

こ
ぐ
ふ
れ
に

榛
船
荷
」
（
①
四
二
）
の
よ
う
に
「
二
×
五
Ⅱ
十
」
の
か
け
算
を
利
用
し

た
九
九
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
字
間
は
開
く
が
、
当
該
歌
の
「
二
」

-８０-



忠臣の「親母」

に
も
「
五
十
」
を
引
き
出
す
効
果
が
あ
る
。
「
五
十
戸
」
は
、
律
令
用
語

で
あ
る
。
「
戸
令
」
（
第
八
「
為
里
条
」
）
に
、
「
凡
戸
。
以
二
五
十
戸
一
為
し

里
。
（
凡
そ
戸
は
、
五
十
戸
を
以
て
里
と
為
よ
）
」
（
日
本
思
想
大
系
『
律
令
ご

こ
と
は
い
へ
ど

と
あ
る
。
万
葉
歌
に
は
「
ま
玉
つ
く
を
ち
こ
ち
兼
ね
て
言
歯
五
十
戸
常

く
い
に
は
あ
り
と
い
へ

逢
ひ
て
後
こ
そ
悔
二
破
有
跡
五
十
戸
」
（
④
六
七
四
）
が
あ
り
、
「
言
ふ
」

さ

と

を

ざ

の
已
然
形
に
用
い
る
。
ほ
か
に
、
「
五
十
戸
良
（
里
長
）
」
（
⑤
八
九
二
）
、

も
り
へ
の
さ
と

「
守
部
乃
五
十
戸
（
守
部
の
里
）
」
（
⑩
一
三
五
一
）
の
よ
う
に
、
律
令
の

行
政
区
画
「
里
」
を
反
映
し
た
表
記
が
あ
る
。
当
該
歌
は
、
前
者
と
同
様

で
、
「
秋
芽
子
乎
妻
問
鹿
許
曾
一
子
二
子
持
有
」
の
言
い
習
わ
し
を
受
け
る
。

同
時
に
、
律
令
用
語
で
あ
る
「
五
十
戸
Ⅱ
里
」
と
籍
旅
歌
に
多
く
み
ら
れ

る
郷
里
へ
の
想
い
を
含
意
す
る
と
考
え
る
。

一
方
、
漢
籍
を
踏
ま
え
た
文
脈
と
し
て
、
「
藝
文
類
聚
』
（
第
二
十
巻

人
部
四
「
孝
」
）
に
掲
載
さ
れ
た
孝
子
閨
子
春
の
挿
話
を
あ
げ
る
。

閏
子
審
兄
弟
二
人
。
母
死
、
其
父
更
嬰
。
復
有
二
二
子
一
。
子
審
為
二

其
父
一
御
し
車
、
失
し
轡
。
父
持
二
其
手
一
、
衣
甚
軍
。
父
則
歸
、
呼
二

其
後
母
兒
一
、
持
二
其
手
一
、
衣
甚
厚
温
。
即
謂
二
其
婦
一
日
、
吾
所
ゴ

以
嬰
Ｆ
汝
、
乃
為
二
吾
子
一
・
今
汝
欺
し
我
。
去
無
レ
留
・
子
審
前
日
、

（ママ）「三」の誤か

母
在
一
子
軍
、
母
去
四
子
寒
。
其
父
獣
然
。
故
日
、
孝
哉
閏

子
春
。
一
言
二
其
母
還
一
・
再
言
二
三
子
温
一
・

（
本
文
は
、
『
藝
文
類
聚
』
〔
上
海
古
籍
出
版
社
〕
・
訓
点
筆
者
）

閏
子
春
は
父
母
の
唯
一
の
子
で
、
生
母
の
死
後
、
父
は
継
母
を
迎
え
二

人
の
子
を
生
し
た
。
継
母
は
子
審
を
嫌
い
着
物
を
一
枚
の
み
与
え
、
実
子

に
は
厚
手
の
着
物
を
与
え
て
い
た
。
こ
れ
が
父
に
知
ら
れ
継
母
は
家
を
追

わ
れ
る
も
子
春
の
取
り
な
し
で
家
に
戻
り
、
以
後
、
継
母
は
子
審
を
実
子

と
同
様
に
扱
っ
た
。

（８）

閏
子
審
の
名
は
、
「
孝
子
伝
」
（
陽
明
本
・
船
橋
本
、
以
後
省
略
）
や
『
令

（９）

集
解
』
「
賦
役
令
孝
子
順
孫
条
」
の
「
古
記
」
に
も
載
る
。
と
り
わ
け
『
藝

文
類
聚
』
に
注
目
し
た
の
は
、
．
子
」
「
二
子
」
と
と
も
に
「
吾
子
」
も

含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
吾
子
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
当
該
歌

の
原
文
表
記
に
は
、
こ
の
類
書
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
語
が
複
数
確

認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
孝
子
伝
に
は
、
継
母
に
よ
る
継
子
へ
の
虐
待
が
、

継
子
の
「
孝
」
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
る
内
容
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
内
容
が
生
母
と
実
子
と
の
間
柄
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
儒
教
で
は

（旧）

生
母
は
実
子
に
慈
愛
を
注
ぐ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
当

該
歌
は
、
虐
待
す
る
継
母
に
も
孝
養
す
る
孝
子
の
挿
話
を
表
記
に
織
り
込

み
、
「
親
母
」
の
実
子
に
対
す
る
慈
愛
を
逆
照
射
す
る
も
の
と
考
え
る
。

特
徴
③
に
は
「
吾
」
の
多
用
を
あ
げ
た
。
「
吾
独
子
」
は
、
「
吾
」
の

（Ⅲ）

と
り
わ
け
大
切
な
子
を
所
有
す
る
か
の
よ
う
に
い
い
、
そ
の
想
い
の
深

さ
を
述
べ
、
歌
の
終
盤
で
「
吾
思
吾
子
」
と
繰
り
返
す
。
後
者
の
表
現

あ
が
お
も
ふ
い
も
に

に
「
吾
」
が
重
複
す
る
。
万
葉
歌
に
は
「
月
重
ね
吾
思
妹
．
：
…
」
（
⑩

あ
が
お
も
ふ
き
み
は

二
○
五
七
）
、
「
眠
も
寝
ず
に
吾
思
君
者
…
…
」
（
⑬
三
二
七
七
）
、
「
…
…

あ
が
お
も
ふ
み
こ
の
み
こ
と
は

望
月
の
た
た
は
し
け
む
と
吾
思
皇
子
命
者
：
：
．
．
」
（
⑬
三
三
二
四
）
な

ど
の
例
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
吾
思
十
（
人
）
」
と
詠
み
、
相
手
を
想
う

こ
と
ば
を
連
ね
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
す
る
と
、
歌
の
意
図
は
「
吾
思

子
」
で
も
十
分
に
伝
わ
る
。
な
ぜ
「
吾
」
を
重
複
さ
せ
る
の
か
。
管
見
の

限
り
、
「
万
葉
集
』
、
「
日
本
書
紀
」
（
以
後
『
書
紀
」
）
、
『
古
事
記
」
（
以
後

「記」）、『風土記」（なお、『書紀』『記』『風土記』の本文は、日

本
古
典
文
学
大
系
本
）
な
ど
の
文
献
に
、
「
吾
（
我
）
思
（
想
・
念
・
憶
・

意
）
＋
（
人
）
」
の
例
は
な
い
。
そ
こ
で
漢
籍
を
み
る
と
、
「
藝
文
類
聚
」
（
第

九
巻
水
部
下
「
沐
」
）
に
、
「
王
祥
字
休
徴
、
性
至
孝
。
後
母
苛
虐
、
欲
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特
徴
①
④
を
み
る
。
①
の
「
妻
問
鹿
」
は
歌
の
冒
頭
に
あ
り
、
「
鹿
児
」

を
導
く
序
詞
に
含
ま
れ
る
。
鈴
木
利
一
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
鹿
児
」
は

か
こ

同
音
の
「
水
手
（
船
の
漕
ぎ
手
）
」
を
連
想
さ
せ
る
語
で
遣
唐
使
を
も
想
起

し
危
斗
害
祥
一
・
祥
色
養
無
し
怠
。
盛
寒
之
月
、
後
母
日
、
吾
思
生
魚
。
祥

脱
し
衣
、
將
剖
レ
沐
求
し
之
。
有
三
少
虚
二
沐
解
一
、
下
有
し
魚
し
出
・
因
以
奉

養
。
」
と
あ
る
。
こ
の
挿
話
の
王
祥
も
、
『
孝
子
伝
』
に
登
場
す
る
孝
子
の

一
人
で
あ
る
。
た
だ
し
「
孝
子
伝
』
の
王
祥
伝
に
「
吾
思
」
は
な
い
。
反

歌
の
出
典
と
も
関
わ
る
た
め
、
こ
の
例
に
注
目
す
る
（
後
述
）
。
王
祥
は
、

「
後
母
（
継
母
）
」
に
疎
ま
れ
虐
待
を
受
け
る
。
あ
る
極
寒
の
月
に
、
継
母

が
「
吾
思
生
魚
」
と
い
っ
た
。
王
祥
は
こ
の
要
求
に
応
じ
、
氷
を
割
り
「
生

魚
」
を
捕
ろ
う
と
試
み
る
。
間
も
な
く
、
氷
解
し
た
所
か
ら
魚
が
出
て
継

母
に
孝
養
が
で
き
た
と
い
う
。
こ
の
挿
話
で
の
継
母
は
、
「
吾
思
」
と
自

己
の
欲
求
の
ま
ま
に
「
生
魚
」
を
求
め
る
が
、
当
該
歌
の
「
吾
思
」
は
、
「
吾

子
」
の
み
を
「
思
」
う
「
親
母
」
の
想
い
を
表
現
す
る
。
こ
の
挿
話
か
ら
、

「
吾
思
吾
子
」
の
文
脈
に
、
「
継
母
」
と
「
親
母
」
の
違
い
が
読
み
取
れ
る
。

先
に
み
た
閏
子
審
の
挿
話
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
王
祥
の
物
語
を
下
敷
き

に
、
「
親
母
」
の
慈
愛
の
深
さ
が
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
特
徴
②
⑥
か
ら
、
戯
書
を
用
い
て
郷
里
を
表
出
し
、
子

を
遣
唐
使
と
し
て
見
送
る
母
の
心
情
を
示
す
こ
と
、
「
藝
文
類
聚
」
の
孝

子
伝
の
語
を
歌
の
表
記
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
親
母
」
の
慈
愛
を

表
す
こ
と
を
み
て
き
た
。
当
該
歌
の
「
親
母
」
と
「
子
」
は
、
万
葉
の
霜

旅
歌
の
型
を
踏
ま
え
つ
つ
、
漢
籍
か
ら
取
り
入
れ
た
「
子
」
の
「
孝
」
と

密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
「
親
母
」
の
慈
愛
で
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。

一
一
原
文
か
ら
み
る
一
七
九
○
番
歌
ｌ
「
鹿
」
と
「
忌
日
」

（砲）

さ
せ
る
。
し
か
し
冒
頭
は
そ
の
機
能
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。
先
行
研
究
か
ら

は
、
季
節
を
め
ぐ
る
歌
の
型
と
逸
脱
に
つ
い
て
複
数
の
指
摘
が
示
さ
れ
た
。

そ
も
そ
も
「
ア
キ
ハ
ギ
」
と
「
鹿
」
が
「
ツ
マ
ド
フ
」
で
結
び
つ
く
万

葉
歌
は
多
い
。
井
上
さ
や
か
に
よ
れ
ば
、
「
ア
キ
ハ
ギ
」
と
「
鹿
」
を
組
に

す
る
歌
表
現
は
、
「
恋
歌
の
表
現
の
中
で
形
成
さ
れ
発
展
」
し
た
も
の
で
、

（旧）

漢
籍
に
は
な
い
「
倭
製
」
だ
と
い
う
。
当
該
歌
の
冒
頭
は
こ
の
歌
の
型
を

踏
ま
え
る
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
梶
川
信
行
は
、
遣
唐
使
派
遣
時
の
「
夏
四

三

日

月
己
亥
」
（
「
続
日
本
紀
』
〔
以
後
、
「
続
紀
」
〕
。
本
文
は
、
新
日
本
古
典
文

学
大
系
「
続
日
本
紀
』
〔
以
後
、
新
大
系
「
続
紀
乞
）
と
、
歌
冒
頭
の
示
す

季
節
の
不
一
致
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
対
し
鈴
木
は
、
遣
唐
使
任
命
が
前

十
七
日

年
の
「
秋
八
月
丁
亥
」
（
「
続
紀
』
）
で
あ
り
、
歌
の
季
節
は
任
命
か
ら
出
発

ま
で
の
時
間
を
反
映
す
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
冒
頭
は
雄
鹿
の
「
妻
問
」

を
詠
み
、
さ
ら
に
．
子
二
子
持
有
五
十
戸
」
と
続
け
、
そ
の
途
上
に
「
親

母
」
の
要
素
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
題
詞
が
「
親
母
」
と
「
子
」
の
関
係

に
の
み
触
れ
る
の
に
対
し
、
歌
に
は
「
父
」
も
含
む
人
間
関
係
が
想
定
さ

れ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
は
鈴
木
の
指
摘
に
注
目
し
、
「
親
母
」
を
よ
り
深
く

考
察
す
る
た
め
に
、
「
父
」
の
要
素
が
ど
う
表
現
さ
れ
る
の
か
み
て
お
く
。

「
父
」
の
要
素
は
、
当
該
歌
の
表
記
の
特
徴
④
に
あ
げ
た
「
忌
日
」
に

も
含
ま
れ
る
。
ま
ず
、
「
忌
日
」
の
訓
を
検
討
し
つ
つ
問
題
点
を
あ
げ

る
。
「
忌
日
」
は
、
「
：
：
：
竹
珠
乎
密
貫
垂
斎
戸
が
木
綿
取
四
手
而
忌
日

管
：
：
：
」
の
文
脈
上
に
あ
り
、
表
記
上
の
類
例
に
「
。
：
。
：
木
綿
取
付
而

斎
戸
乎
忌
穿
居
竹
玉
乎
繁
永
貫
垂
：
…
・
」
（
③
三
七
九
）
が
あ
る
。
特

に
、
当
該
歌
の
「
斎
戸
永
：
：
：
忌
日
管
」
と
三
七
九
番
歌
の
「
斎
戸
乎
忌

穿
居
」
は
類
似
す
る
。
「
忌
穿
居
」
（
③
三
七
九
）
に
類
似
す
る
表
記
と
し

て
、
「
斎
穿
居
」
（
⑬
三
二
八
八
）
、
「
石
相
穿
居
」
（
⑬
三
二
八
四
）
が
あ
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る
。
「
斎
」
の
字
は
、
神
武
紀
即
位
前
紀
の
「
時
勅
二
道
臣
命
一
、
今
以
二

高
皇
産
霊
尊
一
、
朕
親
作
二
顕
斎
一
」
に
あ
る
「
顕
斎
」
の
訓
注
に
「
顕

う

つ

し

い

は

ひ

斎
、
此
云
干
図
詩
怡
破
砒
」
と
あ
り
、
「
イ
ハ
ヒ
」
と
訓
む
。
す
る
と
、

「
斎
戸
」
「
忌
戸
」
は
「
イ
ハ
ヒ
ベ
」
、
当
該
歌
の
「
忌
日
」
は
「
イ
ハ

ヒ
」
と
訓
め
る
。
な
お
、
万
葉
歌
で
「
イ
ハ
フ
」
が
重
複
す
る
場
合
、
一

イ

ハ

ヒ

シ

マ

イ

ハ

ヒ

マ

ツ

ラ

ム

字
一
音
表
記
で
は
「
倒
澗
出
之
麻
例
澗
則
麻
都
良
牟
」
（
⑮
三
六
三
六
）
、

イ
ハ
ヒ
シ
マ
イ
ク
ョ
フ
ル
マ
デ
イ
ハ
ヒ
キ
二
ケ
ム

「
倒
澗
出
之
麻
伊
久
與
布
流
末
豆
例
澗
則
伎
爾
家
牟
」
（
⑮
三
六
三
七
）
の
、

よ
う
に
同
字
が
繰
り
返
し
使
わ
れ
る
が
、
訓
字
主
体
表
記
の
場
合
、
「
斎
戸

、

、

、

、

、

乎忌穿居」（③三七九）、「斎戸乎石相穿居…」（⑬三二八四）、「忌

、

戸
乎
斎
穿
居
」
（
⑬
三
二
八
八
）
の
よ
う
に
、
「
斎
」
や
「
忌
」
字
が
重
複

し
な
い
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
当
該
歌
も
同
様
で
あ
る
。
吉
田
修
作
は
、

「
い
つ
」
「
い
つ
く
」
「
ゆ
つ
」
を
語
の
機
能
か
ら
考
察
し
、
三
語
が
「
厳
粛

で
秘
儀
的
な
祭
祀
に
関
連
し
た
場
合
に
用
い
ら
れ
、
そ
こ
に
は
必
然
的
に

禁
忌
性
が
伴
」
う
と
述
べ
、
「
従
っ
て
、
そ
れ
ら
は
「
ま
つ
る
」
「
い
は
ふ
」

「
い
む
」
「
い
み
」
「
ゆ
ゆ
し
」
な
ど
と
い
う
語
と
も
連
動
」
す
る
と
指
摘
す

（Ｍ）る
。
同
様
の
意
識
は
、
三
語
の
表
記
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

こ
と
に
い
で
て
い
は
ぱ
ゆ
ゆ
し
み

ゆ
ゆ
し
き
き
み
に

「
言
出
云
忌
と
」
（
⑪
二
四
三
二
）
や
「
忌
と
伎
美
永
」
（
⑮
三
六
○
三
）

の
よ
う
に
、
「
忌
」
字
の
重
複
を
「
禁
忌
性
」
を
は
ら
む
「
ユ
ユ
シ
」
の
表

記
に
当
て
る
の
は
、
そ
の
例
と
い
え
る
。
ま
た
「
忌
日
」
は
、
天
皇
の
崩

御
の
日
（
例
『
続
紀
』
大
宝
二
年
十
二
月
甲
午
詔
勅
）
を
い
い
、
ま
た
「
礼

記
』
「
祭
儀
」
の
鄭
玄
注
で
は
「
親
亡
之
日
（
親
が
亡
く
な
っ
た
日
）
」
（
本

文
は
、
『
十
三
経
注
疏
』
下
冊
〔
中
華
書
局
〕
）
と
す
る
。
つ
ま
り
、
当
該

歌
の
「
忌
日
」
は
、
禁
忌
を
避
け
る
表
記
上
の
工
夫
を
し
、
旅
人
の
無
事

を
願
う
祭
祀
行
為
を
い
う
語
の
表
記
で
あ
り
な
が
ら
、
人
の
死
を
連
想
さ

せ
る
漢
語
と
重
な
っ
て
お
り
、
そ
う
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

漢
籍
に
は
、
二
子
」
「
二
子
」
の
例
と
同
じ
く
「
藝
文
類
聚
』
（
第

二
十
巻
人
部
四
「
孝
」
）
に
「
申
徒
蟠
九
歳
喪
し
父
。
孝
殿
過
し
禮
。
服
除
、

不
し
進
レ
肉
十
餘
年
。
毎
二
忌
日
一
、
靴
三
日
不
し
食
」
と
あ
る
。
こ
の
挿
話

の
申
徒
蟠
は
、
亡
父
の
喪
が
明
け
て
も
肉
食
を
避
け
、
「
忌
日
」
ご
と
に

三
日
間
食
事
を
取
ら
な
か
っ
た
孝
子
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
忌
日
」
は
、
「
父
」

の
命
日
を
い
う
。
他
で
も
な
く
「
忌
日
」
が
表
記
に
選
択
さ
れ
、
『
藝
文

類
聚
」
（
第
二
十
巻
人
部
四
「
孝
」
）
か
ら
「
父
」
の
要
素
が
取
り
出
さ

れ
た
こ
と
は
、
「
妻
問
鹿
」
と
合
わ
せ
て
、
当
該
歌
が
「
父
」
を
内
包
し
、
「
親

母
」
と
と
も
に
「
孝
」
の
理
念
に
基
づ
く
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
で
は
、

な
ぜ
当
該
歌
は
父
母
へ
の
「
孝
」
に
基
づ
く
の
か
・
そ
の
理
由
を
考
え
た
い
。

三
一
七
九
一
番
歌
の
検
討
ｌ
「
客
人
」
「
霜
降
」
「
鶴
」

当
該
長
歌
に
父
母
へ
の
「
孝
」
を
み
て
き
た
。
こ
の
時
、
子
が
遣
唐
使

で
あ
る
こ
と
は
一
つ
の
問
題
を
提
示
す
る
。
そ
も
そ
も
、
「
孝
」
は
父
母
の

側
で
死
後
も
尽
く
す
も
の
で
、
父
母
か
ら
離
れ
命
が
け
の
渡
航
を
す
る
遣

唐
使
は
こ
れ
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
矛
盾
も
含
め
、
な
ぜ
当

該
歌
は
父
母
へ
の
「
孝
」
に
基
づ
く
の
か
、
反
歌
も
検
討
し
考
察
し
た
い
。

梶
川
信
行
は
、
対
外
使
節
関
連
歌
の
「
発
想
様
式
」
を
考
察
す
る
中
で
、

当
該
歌
は
「
様
相
を
異
」
に
す
る
と
し
、
「
古
歌
な
ど
の
転
用
」
を
推
測
す
る
。

特
に
、
そ
れ
ら
の
歌
で
は
常
に
船
中
に
あ
る
旅
人
の
「
浮
き
寝
」
を
案
じ

る
が
、
当
該
反
歌
は
「
宿
り
せ
む
野
」
と
詠
み
「
不
自
然
」
と
い
う
（
①
）
。

ま
た
遣
唐
使
の
出
発
時
は
「
四
月
」
だ
が
「
「
鶴
」
「
霜
」
等
の
秋
か
ら
冬

の
景
物
を
多
く
詠
み
込
ん
で
い
る
」
の
は
「
季
節
が
合
」
わ
な
い
と
指
摘

し
た
（
②
）
。
し
か
し
、
①
②
の
指
摘
は
反
歌
の
特
徴
と
も
い
え
、
再
検

討
の
余
地
が
あ
る
。
反
歌
も
原
文
か
ら
確
認
す
る
。
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客
人
之
宿
将
レ
為
野
永
霜
降
者
吾
子
羽
袰
天
乃
鶴
群
（
⑨
一
七
九
一
）

梶
川
論
①
②
の
該
当
箇
所
は
、
原
文
表
記
で
も
特
徴
を
示
す
。
①
は

「
客
人
宿
将
レ
為
野
」
に
相
当
す
る
。
「
客
人
」
は
『
万
葉
集
』
に
一
例
で
、

続
く
「
宿
将
レ
為
野
」
と
関
連
す
る
。
ま
た
②
は
「
霜
降
者
」
や
「
天
乃

鶴
群
」
と
関
連
す
る
。
先
述
の
と
お
り
「
天
乃
鶴
群
」
と
第
四
句
の
「
吾

子
羽
袰
」
に
は
、
漢
籍
か
ら
の
出
典
が
指
摘
さ
れ
る
。
「
霜
降
者
」
も
そ

の
点
に
留
意
す
る
。

「
客
人
之
宿
将
レ
為
野
」
の
「
客
人
」
は
、
長
歌
の
「
草
枕
客
二
師
性
者
」

の
「
客
」
を
引
き
受
け
る
。
「
草
枕
」
は
「
タ
ビ
（
客
）
」
の
枕
詞
で
あ
る
か
ら
、

「
客
人
」
は
「
タ
ビ
ヒ
ト
」
と
訓
め
る
。
「
タ
ビ
ヒ
ト
」
は
、
万
葉
歌
に
「
旅

人
」
（
①
四
六
、
③
四
一
五
）
の
表
記
も
あ
り
、
特
に
「
安
騎
の
野
に
宿

い

ぬ

いにしへ

る
旅
入
う
ち
な
び
き
眠
も
寝
ら
め
や
も
古
思
ふ
に
」
（
①
四
六
）
は
、

あ

き

、

「
安
騎
の
野
」
を
詠
み
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
歌
は
「
軽
皇
子
、
安
騎
の
野

に
宿
ら
せ
る
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作
る
歌
」
と
題
さ
れ
た
巻
一
・

四
五
～
四
九
番
歌
の
歌
群
で
の
「
短
歌
」
第
一
首
目
に
あ
た
る
。
軽
皇
子
（
後

の
文
武
天
皇
）
が
、
亡
き
父
草
壁
皇
子
の
遊
猟
を
追
慕
し
「
安
騎
」
に
赴

い
た
際
、
同
行
し
た
人
麻
呂
が
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
群
の
特
徴
は
、

い
に
し
へ

結
句
「
古
思
ふ
に
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
草
壁
皇
子
と
軽
皇
子
の
父

子
を
め
ぐ
る
時
の
経
過
と
事
績
の
継
承
に
あ
る
。
歌
群
冒
頭
の
四
五
番
歌

で
は
「
や
す
み
し
し
我
が
大
君
高
照
ら
す
日
の
皇
子
」
と
は
じ
ま
り
、
「
神

な
が
ら
神
さ
び
せ
す
と
太
敷
か
す
京
を
置
き
て
」
と
詠
む
。
そ
の
内
容

は
個
別
の
父
子
関
係
に
留
ま
ら
ず
、
国
家
の
運
営
や
継
承
へ
と
拡
が
る
。

い
に
し
へ

「
古
思
ふ
に
」
は
、
軽
皇
子
の
個
人
的
な
懐
古
と
は
異
質
で
あ
る
。

「
客
人
」
は
、
『
書
紀
」
や
漢
籍
に
も
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
高
麗
国
の

百
合
野
に
軍
塁
を
築
上
し
、
兵
士
と
過
ご
し
た
百
済
の
王
子
餘
昌
を
指
す

「
客
人
」
（
「
書
紀
』
欽
明
天
皇
十
四
年
十
月
庚
寅
条
）
や
「
客
民
」
と
同

義
で
「
他
郷
の
人
」
を
指
す
「
客
人
」
（
『
後
漢
書
』
列
伝
巻
二
十
四
「
馬

援
列
伝
」
）
は
、
帰
国
を
前
提
と
す
る
当
該
の
「
客
人
」
と
は
意
味
が
異

な
る
。
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
、
四
六
番
歌
と
当
該
の
「
タ
ビ
ヒ
ト
（
客
人
．

旅
人
）
」
は
、
表
記
は
異
な
る
が
意
味
は
一
致
す
る
。
ま
た
、
草
壁
・
軽

皇
子
の
父
子
は
、
天
平
五
年
の
遣
唐
使
を
出
し
た
聖
武
天
皇
の
祖
父
と
父

で
あ
る
。
「
タ
ビ
ヒ
ト
」
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
接
点
が
生
じ
る
の
は
偶

然
と
は
思
え
な
い
。
遣
唐
使
派
遣
は
国
家
事
業
で
あ
り
、
唐
で
得
た
知
識

や
技
術
を
元
に
国
家
へ
の
貢
献
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
慈
愛
を

示
す
「
親
母
」
で
は
な
く
、
「
父
」
の
要
素
か
ら
み
え
て
く
る
。
そ
の
理

由
は
、
「
親
母
」
と
「
父
」
を
結
び
つ
け
る
子
の
「
孝
」
に
あ
る
。
例
え
ば
、

『
古
文
孝
経
』
「
士
章
第
五
」
に
「
子
日
。
資
二
於
事
Ｆ
父
以
事
し
母
、
其
愛
同
。

資
一
一
於
事
Ｆ
父
以
事
し
君
、
其
敬
同
。
故
母
取
二
其
愛
一
、
而
君
取
二
其
敬
一
・

兼し之者父也、故以レ孝事レ君則忠、以レ弟事レ長則順」（本文は、「古

文
孝
経
」
〔
中
華
書
局
〕
。
訓
点
筆
者
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
子
の

母
へ
の
「
愛
」
は
父
へ
の
「
愛
」
と
、
君
子
へ
の
「
敬
」
は
父
へ
の
「
敬
」

と
同
じ
、
と
あ
る
。
「
愛
」
と
「
敬
」
の
両
者
を
兼
ね
る
の
が
父
で
あ
り
、

だ
か
ら
こ
そ
父
母
へ
の
「
孝
」
は
、
君
子
へ
の
「
忠
」
に
移
行
可
能
と
な

る
。
当
該
歌
の
「
父
」
は
、
父
母
へ
の
「
孝
」
と
国
家
事
業
た
る
遣
唐
使

と
を
結
ぶ
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
子
の
「
孝
」
が
「
忠
」
に
移
行
す
る
の

に
不
可
欠
の
要
素
な
の
で
あ
る
。
で
は
当
該
歌
の
「
親
母
」
は
、
子
の
「
忠
」

と
ど
う
結
び
つ
く
の
か
。
そ
れ
を
「
霜
降
者
」
に
み
る
。

「
四
月
」
の
「
霜
降
」
は
、
梶
川
の
指
摘
ど
お
り
万
葉
歌
の
季
節
感
か

ら
外
れ
る
珍
し
い
詠
み
方
で
あ
る
。
「
書
紀
」
を
は
じ
め
史
書
に
も
春
や

（巧）

夏
の
「
霜
フ
ル
」
は
異
常
気
象
と
し
て
記
さ
れ
る
。
し
か
し
当
該
の
「
霜
」
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が
、
例
え
ば
「
大
陸
の
氣
候
の
實
際
を
知
ら
な
い
」
「
作
者
の
知
識
の
範

園
で
の
叙
述
」
（
武
田
祐
吉
『
萬
葉
集
全
註
鐸
』
〔
以
後
、
武
田
『
全
註
澤
』
〕
）

と
は
思
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、
万
葉
の
籍
旅
歌
で
は
「
霜
」
や
「
雪
」

の
「
寒
さ
」
は
「
大
和
」
を
望
郷
す
る
表
現
で
あ
り
、
「
大
和
を
家
郷
と

（脂）

す
る
官
人
集
団
」
に
詠
ま
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
「
親
母
」
の
詠
む
「
霜
」

は
、
「
吾
子
」
が
異
郷
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
祭
祀
を
意
義
づ
け
る
。
た
だ
し
、

そ
れ
が
「
吾
子
」
に
降
り
か
か
る
と
仮
想
さ
れ
る
点
、
ま
た
季
節
外
れ
で

あ
る
点
は
、
他
の
「
霜
フ
ル
」
と
は
異
質
で
あ
り
検
討
に
値
す
る
。

実
は
、
漢
籍
に
季
節
外
れ
の
「
霜
」
を
降
ら
せ
た
人
の
故
事
が
あ
る
。

「
藝
文
類
聚
』
（
第
九
巻
水
部
下
「
沐
」
）
で
は
、
「
（
前
略
）
今
鄭
桁
之
歎
、

不
過
二
如
一
炬
・
尺
沐
一
而
、
皇
天
巨
大
、
不
二
徒
鑛
水
・
庖
厨
一
也
。
一

夫
仰
歎
、
天
為
降
し
霜
、
何
天
之
易
レ
感
、
霜
之
易
し
降
也
」
と
載
る
。
こ

れ
は
、
「
鄭
術
降
霜
」
の
故
事
を
迷
信
と
し
て
批
判
す
る
「
論
衡
』
の
一

節
で
あ
る
。
こ
れ
を
あ
げ
た
の
は
、
長
歌
の
「
吾
思
」
に
影
響
を
与
え

た
と
思
わ
れ
る
王
祥
の
挿
話
と
同
じ
く
、
「
藝
文
類
聚
』
（
第
九
巻
水
部

下
「
沐
」
）
に
載
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
故
事
は
、
「
藝
文
類
聚
』
（
第
三

巻
歳
時
部
上
「
夏
」
）
に
も
、
「
准
南
子
日
、
（
中
略
）
又
日
、
郡
術
事
二

燕
惠
王
一
調
川
副
。
左
右
譜
し
之
、
王
繋
し
之
。
仰
し
天
而
突
、
ヨ
到
則
、
為

し
之
下
し
霜
。
（
後
略
）
・
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
『
准
南
子
』

の
内
容
は
、
今
本
に
は
散
供
し
て
無
く
原
文
を
確
認
で
き
な
い
が
、
「
文

選
』
の
曹
子
建
「
求
レ
通
二
親
親
一
表
」
の
李
善
注
に
も
「
准
南
子
日
、
郡

桁
謂
訓
矧
於
燕
惠
王
一
・
王
信
レ
譜
而
繋
し
之
。
郡
子
仰
レ
天
而
笑
。
田
ヨ
而

天
為
し
之
陶
川
詞
。
」
（
四
部
叢
刊
『
六
臣
注
文
選
」
（
三
）
）
と
あ
り
、
古

代
の
知
識
人
た
ち
が
、
そ
の
知
的
環
境
下
で
目
に
す
る
一
節
と
い
え
る
。

郡
術
は
、
燕
の
恵
王
に
「
壼
忠
」
（
二
重
傍
線
部
）
の
臣
下
だ
っ
た
が
、

王
が
讓
言
を
信
じ
た
た
め
天
を
仰
い
で
嘆
く
と
「
夏
五
月
（
正
夏
）
」
（
波

線
部
）
に
霜
が
降
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
真
夏
の
「
下
霜
（
降
霜
）
」
（
傍

線
部
）
は
、
郡
術
の
「
忠
」
を
証
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
故
事
か
ら
考

え
る
と
当
該
の
「
霜
降
者
」
も
「
四
月
」
に
出
発
し
た
遣
唐
使
の
「
忠
」

に
対
す
る
天
の
感
応
を
想
像
し
た
も
の
と
い
え
る
。
「
親
母
」
の
詠
む
「
霜
」

に
よ
っ
て
、
本
来
な
ら
ば
、
直
接
結
び
つ
か
な
い
「
親
母
」
の
慈
愛
と
国

家
へ
の
「
忠
」
が
結
び
つ
き
、
「
吾
子
」
が
親
母
へ
の
「
孝
」
よ
り
も
「
忠
」

を
優
先
し
た
こ
と
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
子
に
対
し
て
、
「
親
母
」
は
「
吾
子
羽
裏
天
乃
鶴
群
」
と

い
う
。
こ
れ
は
『
詩
経
』
『
史
記
』
に
典
拠
が
あ
り
、
「
藝
文
類
聚
」
（
第

九巻水部下「沐」）にも、「毛詩日、誕眞二之寒沐一、尉澗刑割引判。」

「
史
記
日
、
周
紀
日
、
姜
娠
為
帝
譽
元
妃
。
出
し
里
、
見
二
巨
人
跡
一
而
履
し

之
。
身
動
如
レ
孕
・
暮
而
生
し
子
。
以
為
二
不
祥
一
、
棄
二
於
沐
之
上
一
・
烏

こ
う
し
ょ
く

似北倒胤矧關洲判。」と引用される。これは、周柤の后稜の生母

姜
娠
が
、
后
稜
を
懐
妊
・
出
産
し
た
時
の
特
異
な
様
子
を
語
る
。
巨
人

の
足
跡
を
、
「
里
（
『
史
記
』
「
周
本
紀
」
〔
中
華
書
局
〕
で
は
、
「
原
」
ご

で
み
た
姜
娠
は
、
こ
れ
を
踏
ん
で
身
体
に
胎
動
を
感
じ
、
時
期
が
来
て
出

産
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
を
不
吉
に
感
じ
た
姜
娠
は
赤
ん
坊
を
氷
の
上
に

遺
棄
す
る
が
、
烏
が
来
て
翼
で
赤
ん
坊
を
覆
い
温
め
た
と
あ
る
。
『
史
記
』

「
周
本
紀
」
で
は
、
こ
の
様
子
に
姜
娠
が
后
稜
を
神
意
の
子
と
認
め
、
再

び
拾
い
養
育
し
た
と
記
す
。
生
母
の
慈
愛
が
示
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
さ

ら
に
「
鶴
」
に
も
意
味
が
あ
る
。
新
大
系
『
萬
葉
集
」
が
指
摘
し
た
「
易
経
」
「
繋

辞
伝
上
」
の
文
言
は
、
「
藝
文
類
聚
」
（
第
九
十
巻
烏
部
上
「
鶴
」
）
に

「
周
易
日
、
鳴
鶴
在
し
陰
。
其
子
和
し
之
」
と
あ
り
、
鶴
は
親
鳥
の
声
に
子

が
呼
応
す
る
と
い
う
。
そ
の
理
由
を
、
『
易
経
」
「
中
孚
」
「
九
二
」
項
の
「
象
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傳
」
は
「
其
の
子
之
に
和
す
と
は
、
中
心
よ
り
願
へ
ぱ
な
り
」
（
新
釈
漢

文
大
系
『
易
経
』
下
）
と
し
、
親
が
子
を
本
心
か
ら
想
う
た
め
真
実
至
誠

が
相
手
に
感
通
す
る
と
い
う
。
「
吾
子
羽
裏
天
乃
鶴
群
」
は
、
母
の
慈
愛

が
遠
く
離
れ
て
も
子
に
通
じ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
先
に
み
た

季
節
外
れ
の
「
霜
」
は
、
「
吾
子
」
が
異
郷
に
あ
る
こ
と
と
同
時
に
、
そ

の
「
忠
」
を
示
す
。
「
吾
子
羽
裏
天
乃
鶴
群
」
に
は
、
「
忠
」
を
優
先
す
る
「
吾

子
」
を
唐
へ
送
り
出
す
も
、
旅
中
を
案
じ
続
け
る
「
親
母
」
の
葛
藤
が
読

み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
当
該
歌
が
「
父
」
の
要
素
を
内
包
し
つ
つ
、
「
孝
」

か
ら
「
忠
」
へ
の
移
行
を
詠
む
こ
と
を
み
た
。
当
該
歌
は
父
母
へ
の
「
孝
」

と
国
家
へ
の
「
忠
」
の
狭
間
に
あ
る
「
吾
子
」
を
唐
に
送
り
出
し
、
無
事

を
祈
る
「
親
母
」
の
歌
と
い
え
る
。
「
親
母
」
は
、
葛
藤
を
抱
え
つ
つ
、
「
孝
」

よ
り
も
「
吾
子
」
の
「
忠
」
を
優
先
し
、
慈
愛
深
く
唐
へ
の
道
中
を
案
じ

る
母
像
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

四
古
代
に
お
け
る
当
該
題
詞
の
「
親
母
」

当
該
歌
は
、
国
家
へ
の
「
忠
」
と
父
母
へ
の
「
孝
」
の
狭
間
に
あ
る
「
吾

子
」
を
案
じ
る
母
像
に
基
づ
い
て
詠
ま
れ
る
。
こ
の
母
像
は
、
題
詞
で
「
親

母
」
と
記
さ
れ
た
。
で
は
、
「
親
母
」
と
は
子
を
案
じ
る
慈
愛
深
き
母
像

を
い
う
の
か
。
ま
ず
、
本
稿
が
「
母
像
」
と
述
べ
る
理
由
を
説
明
す
る
。

題
詞
の
「
親
母
贈
レ
子
歌
」
に
対
し
て
、
「
親
母
」
は
実
作
者
か
否
か
と

い
う
問
い
は
当
然
起
こ
る
。
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
当
該
歌
は
「
藝
文

類
聚
』
所
引
の
孝
子
伝
や
律
令
用
語
、
人
麻
呂
歌
な
ど
に
詳
し
い
知
識
人

に
よ
る
詠
歌
と
考
え
る
。
古
代
に
そ
う
し
た
知
識
人
は
多
く
特
定
し
が
た

い
。
反
面
、
あ
る
遣
唐
使
の
母
親
を
実
作
者
と
特
定
で
き
る
可
能
性
は
低

く
な
る
。
「
親
母
」
を
実
作
者
で
は
な
く
、
母
の
理
想
像
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
考
え
る
理
由
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
そ
の
像
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
。

当
該
歌
は
、
天
平
五
年
以
後
の
対
外
使
節
使
関
連
歌
に
影
響
を
与
え
て

い
る
。
例
え
ば
、
天
平
八
年
（
七
三
六
）
二
月
に
命
を
受
け
、
四
月
に
拝
朝
、

そ
の
後
出
立
し
た
遣
新
羅
使
人
歌
群
に
、
巻
十
五
・
三
五
七
八
、
三
五
七
九

番
歌
が
あ
る
。
こ
の
二
首
は
男
女
の
贈
答
歌
で
、
互
い
を
慈
し
む
想
い
を

「
羽
ぐ
く
む
」
と
表
現
す
る
。
吉
井
巌
は
、
「
羽
ぐ
く
む
」
が
当
該
歌
と
合

わ
せ
て
『
万
葉
集
』
に
三
例
の
み
の
た
め
、
巻
十
五
の
二
首
が
「
男
女
の

別
れ
の
場
に
お
け
る
自
由
な
発
想
」
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
「
そ
の
基
本

の
発
想
を
同
じ
外
国
へ
の
使
者
で
あ
る
天
平
五
年
の
遣
唐
使
の
場
合
に
仰

（Ⅳ）

い
で
作
ら
れ
た
」
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
当
該
歌
は
天
平
八
年

以
前
に
完
成
し
、
対
外
使
節
に
任
じ
ら
れ
る
人
々
に
知
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
、
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
二
二
月
頃
の
詠
歌
と
さ
れ
る
藤
原
太
后
の

歌
（
⑲
四
二
四
○
）
の
「
吾
子
」
に
も
、
当
該
歌
の
慈
愛
深
き
母
像
を
反

映
し
、
為
政
者
か
ら
臣
下
藤
原
清
河
へ
の
「
孝
」
に
基
づ
く
国
家
へ
の
「
忠
」

（旧）

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
「
親
母
」
を
実
作
者
と
す
る
説
で
は
、
題
詞
の
「
親
（旧）

母
贈
レ
子
歌
」
を
母
の
心
情
を
伝
え
る
私
信
と
解
釈
す
る
も
の
も
あ
る
。

し
か
し
、
当
該
歌
に
は
、
以
後
の
歌
に
影
響
を
与
え
、
「
親
母
」
の
私
信

の
レ
ベ
ル
を
超
え
た
思
想
性
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

「
親
母
」
は
、
「
書
紀
』
「
記
」
「
懐
風
藻
』
『
風
土
記
」
な
ど
に
み
ら
れ

な
い
語
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
子
の
母
は
太
古
か
ら
お
り
、
母
を
い
う
語
も

神
話
か
ら
み
え
る
。
し
か
し
「
親
母
」
に
限
定
す
る
と
、
日
本
で
の
初
例

は
「
天
平
五
年
」
を
明
記
す
る
当
該
題
詞
の
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
後
は
、

「
続
紀
」
（
天
平
八
年
十
一
月
丙
戌
条
、
天
平
宝
字
三
年
〔
七
五
九
〕
六
月

庚戌条、天応元年〔七八一〕四月癸夘条）、『日本霊異記」（以後、『霊
-８６-
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異
記
乞
な
ど
に
み
え
る
。
ほ
か
に
、
正
倉
院
文
書
の
「
請
暇
解
」
に
例

（釦）

が
み
え
る
。
つ
ま
り
「
親
母
」
は
、
「
天
平
五
年
」
と
と
も
に
現
れ
、
単

な
る
「
母
」
と
は
異
な
る
母
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
「
親
母
」
を

よ
り
具
体
的
に
検
討
す
る
た
め
、
「
続
紀
』
（
天
平
八
年
十
一
月
丙
戌
条
）
、

葛
城
王
・
佐
為
王
兄
弟
が
橘
宿
禰
賜
姓
を
願
う
表
お
よ
び
『
霊
異
記
』
上

参の

ち
ぷ
さ

き
や
う
や
う

巻
第
二
十
三
縁
「
凶
し
き
人
、
噸
房
の
母
に
敬
養
せ
ず
し
て
、
現
に
悪

む
く
い

死
の
報
を
得
し
縁
」
の
例
を
み
る
。

ま
ず
、
『
続
紀
』
（
天
平
八
年
十
一
月
丙
戌
条
）
の
橘
宿
禰
賜
姓
を
願
う

表
の
「
親
母
」
を
あ
げ
る
。
「
親
母
」
と
称
さ
れ
た
の
は
橘
宿
禰
県
犬
養

三
千
代
で
あ
る
。
天
平
八
年
十
一
月
、
葛
城
・
佐
為
両
王
は
、
生
母
、
橘

宿
禰
県
犬
養
橘
三
千
代
の
姓
を
請
う
。
そ
の
理
由
を
、
表
で
は
「
今
継
嗣

無
く
は
、
恐
る
ら
く
は
明
詔
を
失
は
む
か
」
と
述
べ
る
。
「
明
詔
」
と
は
、

和
銅
元
年
（
七
○
八
）
十
一
月
二
十
五
日
に
、
三
千
代
が
「
橘
宿
禰
」
を

賜
姓
さ
れ
た
詔
を
い
う
。
天
平
八
年
当
時
、
三
千
代
は
故
人
で
あ
っ
た
。

息
子
と
は
い
え
皇
族
の
葛
城
王
ら
が
、
長
く
藤
原
不
比
等
の
も
と
に
あ
っ

た
「
親
母
」
の
姓
を
継
ぐ
こ
と
は
特
別
な
事
情
を
思
わ
せ
る
。
こ
の
表
に

応
じ
た
詔
に
も
「
皇
族
の
高
き
名
を
辞
し
、
外
家
の
橘
姓
を
請
ふ
」
（
「
続

紀
」
天
平
八
年
十
一
月
丙
戌
条
壬
辰
条
）
と
あ
り
、
皇
族
の
地
位
を
放
棄

し
「
橘
姓
」
を
継
承
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
歴
史
学
か
ら
は
、
葛
城

王
が
「
後
宮
に
勢
力
を
持
つ
県
犬
養
氏
の
協
力
」
や
「
藤
原
氏
と
の
協
調
」

（劃）

を
求
め
「
政
治
的
才
腕
を
振
る
お
う
と
し
た
」
、
「
三
千
代
の
膨
大
な
資
産

（艶）

を
「
氏
」
産
と
し
て
受
け
継
ぐ
」
な
ど
の
理
由
が
あ
が
る
。
し
か
し
こ
こ

で
は
、
そ
の
理
由
を
表
の
文
脈
に
沿
い
、
「
親
母
」
と
の
関
連
か
ら
考
え
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
八
氏
之
祖
」
た
る
「
建
内
宿
禰
」
を
「
尽
二
事
し
君

之
忠
一
、
致
二
人
臣
之
節
一
（
君
に
事
ふ
る
忠
を
尽
く
し
て
、
人
臣
の
節
を

君
寛
而
不
レ
虐
、
則
臣
下
忠
。
臣
下
忠
、
則
君
之
所
レ
用
。
能
蓋
し
忠

以事し上、則當二於君一、當二於君一、則爵禄至。鼎潤刷剃。Ｎ

…

。

お
や

傍
線
部
①
②
は
注
目
さ
れ
る
。
①
で
は
「
能
く
孝
を
蓋
し
て
以
て
親
に

し
ん

順
な
れ
ば
、
則
ち
親
に
當
た
る
。
親
に
當
れ
ぱ
則
ち
美
名
彰
ら
か
な
り
」

し
ん

し
ん

と
あ
り
、
親
に
孝
を
尽
く
し
、
従
順
な
こ
と
を
「
親
」
と
捉
え
、
「
親
」

に
至
れ
ば
「
美
名
（
良
い
評
判
や
名
）
」
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
。
『
古

お
や

文
孝
経
』
で
い
う
「
親
」
と
は
父
母
の
両
者
を
い
い
、
皇
族
名
を
放
棄
し

て
母
の
姓
を
受
け
継
ぐ
と
は
、
こ
の
箇
所
を
体
現
す
る
。
「
孝
」
に
基
づ

く
「
橘
姓
」
の
継
承
は
、
そ
の
姓
を
「
美
名
」
と
表
明
す
る
。
詔
も
「
志

し
ん

（認）

在
し
顕
し
親
（
志
、
親
を
顕
す
に
在
り
）
」
と
応
じ
、
孔
安
国
注
を
踏
ま
え
る
。

②
で
は
「
是
の
故
に
人
臣
の
節
を
執
り
て
以
て
親
に
事
ふ
れ
ば
、
其
の
孝

知
る
べ
き
な
り
。
親
に
事
ふ
る
の
道
を
操
り
て
以
て
君
に
事
ふ
れ
ば
、
其

の
忠
必
な
り
」
と
あ
り
、
親
に
「
孝
」
を
尽
く
す
者
は
、
君
主
に
も
「
忠
」

を
尽
く
す
と
い
う
。
こ
れ
は
『
古
文
孝
経
』
の
本
文
「
故
以
レ
孝
事
レ
君

則
忠
」
を
端
的
に
説
明
す
る
。
表
で
同
様
に
「
事
レ
君
致
し
命
、
移
し
孝
為

致
し
き
）
」
と
し
、
三
千
代
を
「
事
レ
君
致
し
命
、
移
し
孝
為
レ
忠
（
君
に
事

へ
て
命
を
致
し
、
孝
を
移
し
て
忠
を
為
す
）
」
と
し
、
葛
城
王
も
自
ら
を
「
志

在
し
尽
レ
忠
（
志
忠
を
尽
く
す
に
在
り
）
」
と
評
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
三

人
物
の
評
に
は
、
「
古
文
孝
経
』
「
士
章
第
五
」
の
「
故
以
レ
孝
事
レ
君
則

忠
（
故
に
孝
を
以
て
君
に
事
ふ
れ
ば
則
ち
忠
）
」
と
、
こ
れ
に
対
す
る
孔

安
国
注
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
該
当
箇
所
で
あ
る
。

孝
者
、
子
婦
之
高
行
也
。
忠
者
、
臣
下
之
高
行
也
。
（
中
略
）
。
①
鯛

頭
”
孝
以
頂
親
、
則
鼻
於
親
於
親
則
美
名
彰

０

人
-８７-
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し
忠
」
と
評
さ
れ
た
三
千
代
は
、
「
親
母
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
つ
ま
り
「
親
母
」

は
、
葛
城
王
た
ち
の
生
母
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
子
に
「
忠
・
孝
」
を
全

う
す
る
人
物
と
称
え
ら
れ
、
「
忠
・
孝
」
を
実
践
す
る
子
の
母
と
い
え
る
。

「
親
母
」
は
「
忠
・
孝
」
を
実
践
す
る
子
に
よ
っ
て
顕
在
化
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
三
千
代
と
対
照
的
な
「
親
母
」
も
い
る
。
『
霊
異
記
』
上
巻
第

（

餌

）

せ

ん

ぽ

二
十
三
縁
に
登
場
す
る
贈
保
は
、
「
難
破
の
宮
に
宇
御
め
た
ま
ひ
し
天
皇
（
孝

が
く
し
や
う

き
き

徳天皇）のみ代」に、「学生に類ある人」で、「性に書伝を学」び、「家

た
か
ら
ゆ
た
か

は
財
に
饒
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
親
母
」
に
孝
養
を
尽
く
さ
ず
、
貸

し
た
稲
も
取
り
立
て
た
。
「
親
母
」
へ
の
孝
養
を
忠
告
す
る
友
人
知
人
の
声

に
も
耳
を
貸
さ
ず
疎
遠
に
な
り
、
「
母
」
も
親
子
の
縁
を
断
絶
す
る
。
贈
保

は
「
狂
走
」
の
末
に
妻
子
を
も
「
飢
え
死
に
」
さ
せ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、

いこ

な

「
母
」
が
「
吾
が
汝
を
育
て
し
に
、
日
夜
に
憩
ふ
こ
と
元
か
り
き
」
と
訴
え

ち
あ
た
ひ

な
が
ら
も
、
「
乳
の
直
」
を
求
め
「
母
子
の
道
（
母
子
之
道
）
」
を
断
絶
す

る
た
め
、
「
母
」
も
子
を
失
い
救
済
さ
れ
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
「
母
子
之
道
」

と
「
孝
」
の
関
係
は
、
「
古
文
孝
経
』
「
父
母
生
績
章
第
十
一
」
を
み
る
と

よ
く
わ
か
る
。
そ
こ
で
は
、
「
父
子
之
道
天
性
也
。
君
臣
之
義
也
。
父
母
生

し
之
、
續
莫
レ
大
し
焉
。
君
親
臨
し
之
、
厚
莫
レ
重
し
焉
」
と
い
う
。
「
父
子
之

道
」
は
「
天
性
（
天
然
自
然
ど
の
性
質
で
あ
り
、
父
母
か
ら
生
を
受
け

た
時
に
発
生
す
る
た
め
母
子
関
係
と
も
関
連
深
い
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
贈

保
は
「
母
」
に
「
孝
」
を
尽
く
し
「
母
子
之
道
」
を
全
う
し
た
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
、
贈
保
に
は
こ
の
性
質
が
欠
落
す
る
の
で
あ
る
。

三
浦
佑
之
は
、
こ
の
説
話
の
時
代
を
「
八
世
紀
（
律
令
国
家
）
の
到
来

を象徴する時代」とし、「旧世代の〈母〉」と「典型的なく都市（律令）

（弱）

型
知
識
人
〉
」
の
贈
保
と
の
葛
藤
の
物
語
と
読
み
解
く
。
ま
た
、
律
令
以

前
の
家
族
関
係
に
生
き
た
「
母
」
と
、
律
令
型
知
識
人
と
し
て
「
夫
方
夫

婦
同
居
」
型
の
家
族
を
生
き
る
贈
保
と
の
間
に
は
「
親
子
や
家
族
の
関
係

に
本
質
的
な
変
容
や
ズ
レ
が
抱
え
込
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
そ
の
「
変

容
や
ズ
レ
」
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
の
が
貨
幣
経
済
で
あ
り
、
学
問
を

修
め
財
を
な
し
、
「
出
挙
」
に
よ
っ
て
「
都
市
型
中
産
階
級
」
に
昇
る
も
、

「
学
に
違
ひ
て
覆
き
、
親
母
に
孝
せ
ぬ
」
鰭
保
と
「
乳
の
直
」
を
求
め
「
〈
母
〉

性
の
証
で
あ
る
我
が
子
の
養
育
を
経
済
行
為
と
し
て
金
に
換
金
」
し
た

「
母
」
と
の
断
絶
を
決
定
的
に
し
た
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
、
「
古
文
孝
経
」

の
示
す
親
子
観
を
合
わ
せ
る
と
、
儒
教
は
基
本
的
に
「
夫
方
夫
婦
同
居
」

の
家
族
関
係
を
前
提
に
教
え
を
展
開
し
、
そ
こ
で
の
母
子
関
係
で
は
「
孝
」

が
成
立
す
る
。
し
か
し
「
前
代
の
親
子
関
係
の
規
範
」
で
は
「
〈
理
想
の

（鉛）

母
親
〉
」
と
さ
れ
る
「
母
」
と
贈
保
の
間
に
、
「
母
子
之
道
」
を
全
う
す
る

「
孝
」
が
実
践
さ
れ
な
か
っ
た
物
語
の
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
「
母
」
に
も
「
孝
」

に
関
す
る
何
ら
か
の
欠
陥
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
前
時
代
的
な
「
母
」

で
は
、
律
令
体
制
を
思
想
的
に
支
え
る
「
孝
」
と
そ
れ
か
ら
生
成
さ
れ
る

「
忠
」
が
育
成
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
「
霊
異
記
』
は
「
母
」
に
も
仏
教
的

な
孝
養
を
求
め
る
が
、
贈
保
は
そ
れ
も
し
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
「
孝
」
と
「
忠
」

の
育
成
者
た
る
「
親
母
」
の
素
質
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

二
つ
の
史
料
か
ら
、
「
親
母
」
の
意
義
を
み
て
き
た
。
葛
城
王
の
表
に

よ
れ
ば
、
「
親
母
」
は
子
の
「
孝
」
と
「
忠
」
の
実
践
に
よ
っ
て
顕
在
化
す

る
。
し
か
し
、
贈
保
の
説
話
が
示
す
よ
う
に
「
親
母
」
に
も
「
孝
」
と
「
忠
」

の
育
成
者
と
し
て
の
素
質
が
要
求
さ
れ
る
。
「
親
母
」
と
は
、
律
令
体
制
下

で
生
き
る
の
に
必
要
な
「
孝
」
と
「
忠
」
を
子
に
育
成
す
る
母
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
当
該
題
詞
の
「
親
母
」
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
下
見
隆
雄

-８８-
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に
よ
れ
ば
、
儒
教
社
会
で
の
「
父
権
構
造
の
深
層
に
は
、
（
中
略
）
父
の

形
式
的
権
威
を
支
え
る
母
性
と
い
う
実
質
的
な
権
威
が
存
在
す
る
」
と
い

（訂）う
。
日
本
古
代
の
文
献
に
、
「
親
母
」
の
用
例
は
多
く
な
い
。
た
だ
し
「
天

平
五
年
」
と
と
も
に
「
親
母
」
が
現
れ
る
こ
と
は
、
下
見
の
説
く
中
国
儒

教
社
会
の
母
性
の
あ
り
方
の
浸
透
を
思
わ
せ
る
。

天
平
五
年
の
遣
唐
使
は
、
「
当
時
の
唐
・
新
羅
・
渤
海
三
国
の
関
係
緊

張
に
対
処
す
る
政
治
的
目
的
を
に
な
っ
て
任
命
さ
れ
た
も
の
」
と
み
ら
れ

（記）

て
い
る
。
天
平
初
期
は
、
国
内
に
律
令
体
制
が
浸
透
し
つ
つ
も
、
長
屋
王

の
変
、
渤
海
使
の
来
朝
、
旱
魅
・
飢
鐘
な
ど
に
よ
る
人
心
の
動
揺
や
社
会

不
安
が
頻
発
し
て
い
た
。
畿
内
惣
管
や
山
陽
・
山
陰
・
南
海
の
鎮
撫
使
の

任
命
亀
続
紀
』
天
平
三
年
十
一
月
条
）
は
、
当
時
の
国
内
外
の
情
勢
を

（認）

反
映
す
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
時
事
は
、
当
該
歌
に
表
出
し
な
い
。

題
詞
も
、
一
見
、
遣
唐
使
と
そ
の
母
の
私
信
か
の
よ
う
に
伝
え
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
対
外
的
緊
張
の
中
で
「
忠
」
の
優
先
は
、
官
吏
登
用
試
験

で
も
問
わ
れ
、
受
験
者
は
「
宜
し
く
忠
を
先
ん
じ
孝
を
後
に
す
べ
し
」
（
『
経

国
集
』
巻
二
十
養
老
年
間
主
金
藺
作
）
、
「
忠
を
蓋
く
す
日
に
臨
み
て
は
、

誼
ぞ
膝
下
の
恩
を
顧
み
む
」
亀
経
国
集
』
巻
二
十
天
平
五
年
大
神
直
晶

麻
呂
作
）
と
応
じ
る
。
「
孝
」
を
移
行
し
た
「
忠
」
を
優
先
す
る
倫
理
観
は
、

「
忠
孝
相
懸
け
、
名
を
揚
げ
身
を
立
つ
る
」
二
経
国
集
』
巻
二
十
養
老
年

（釦）

問
主
金
蘭
作
）
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
こ
う
し
た
官
人
の
倫
理
観
の
も

と
、
国
家
に
貢
献
す
る
母
像
も
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
当
該

歌
の
「
親
母
」
は
、
子
に
父
母
へ
の
「
孝
」
を
伝
え
、
子
を
案
じ
つ
つ
「
忠
」

を
優
先
さ
せ
唐
へ
と
送
り
出
す
。
儒
教
を
基
盤
と
す
る
律
令
体
制
の
浸
透

と
連
動
す
る
形
で
生
じ
た
理
想
的
な
母
像
が
当
該
歌
の
「
親
母
」
で
あ
り
、

遣
唐
使
と
い
う
国
家
事
業
に
「
忠
」
を
尽
く
し
帰
国
の
暁
に
は
名
を
揚
げ

「
孝
」
を
全
う
す
る
で
あ
ろ
う
「
親
母
」
の
「
子
」
に
、
「
贈
」
る
に
相
応

し
い
歌
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注（１）諸注釈書では、「親母」を「シンホ」（大矢本）、「オヤ」（日

本古典文学大系『萬葉集」、新潮古典文学集成『萬葉集」〔以後、

古
典
集
成
『
萬
葉
集
」
〕
・
新
編
全
集
『
萬
葉
集
』
・
伊
藤
博
『
萬
葉
集

繰注」〔以後、伊藤『鐸注」〕）、「ハハ」（鹿持雅澄『萬葉集古義』

〔以後、鹿持『古義己）、「オヤ」（武田『全註鐸』）と訓む。

（
２
）
澤
潟
久
孝
『
萬
葉
集
注
釈
』
・
古
典
集
成
『
萬
葉
集
』
・
伊
藤
「
鐸
注
』

（
３
）
土
屋
文
明
『
萬
葉
集
私
注
』

（
４
）
新
編
全
集
『
萬
葉
集
」
頭
注

（
５
）
梶
川
信
行
「
人
麻
呂
か
ら
の
離
脱
１
入
唐
使
に
贈
る
歌
」
二
万
葉

史
の
論
笠
金
村
』
桜
楓
社
一
九
八
七
・
十
）

（
６
）
鈴
木
利
一
「
遣
唐
使
に
贈
る
歌
Ｉ
巻
九
、
一
七
九
○
、
一
七
九
一
に

つ
い
て
ｌ
」
『
大
谷
女
子
大
国
文
』
邪
一
九
九
八
・
三
）
。

（
７
）
今
村
楽
説
は
、
鹿
持
「
古
義
』
所
引
の
説
を
引
用
し
た
。
他
に
校

本
『
萬
葉
集
』
も
参
照
。
今
村
楽
に
つ
い
て
は
、
鴻
巣
隼
雄
「
今

村
楽
講
説
書
入
本
『
古
万
葉
集
」
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
文
学
」
５

一
九
六
五
・
十
二
、
竹
本
義
明
編
「
今
村
楽
歌
文
集
』
（
土
佐
史
談

会
一
九
九
七
・
六
）
に
多
く
を
学
ん
だ
。

（
８
）
幼
学
の
会
編
「
孝
子
伝
注
解
』
（
汲
古
書
院
二
○
○
三
・
二
）

（
９
）
小
島
憲
之
第
六
章
「
上
代
官
人
の
「
あ
や
」
そ
の
一
ｌ
外
来
説
話

類
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
含
萬
葉
以
前
』
岩
波
書
店
一
九
八
六
・
九
）
、

黒
田
彰
Ｉ
三
「
令
集
解
の
引
く
孝
子
伝
に
つ
い
て
」
含
孝
子
伝
の

研
究
」
（
思
文
閣
出
版
二
○
○
一
・
九
）
、
東
野
治
之
第
一
章
５
「
律

令
と
孝
子
伝
ｌ
漢
籍
の
直
接
引
用
と
間
接
引
用
ｌ
」
含
日
本
古
代
史

料
学
』
岩
波
書
店
二
○
○
五
・
三
）
参
照
。
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忠臣の「親母」

（
皿
）
①
下
見
隆
雄
『
孝
と
母
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
（
研
文
出
版
一
九
九

七
・
九
）
、
②
下
見
隆
雄
『
儒
教
社
会
と
母
性
」
〈
増
補
版
〉
（
研
文

出
版
二
○
○
八
・
十
二
）
参
照
。

（
Ⅱ
）
「
独
子
」
の
解
釈
は
、
保
坂
秀
子
「
〈
独
子
〉
考
ｌ
『
万
葉
集
』
巻
六
・

一
○
○
七
番
歌
を
中
心
に
ｌ
」
二
都
大
論
究
」
第
釣
号
二
○
○
二
・

六
）
に
よ
る
。

（
皿
）
鈴
木
は
、
「
「
鹿
子
」
か
ら
同
音
異
義
語
の
「
水
手
」
を
連
想
す
る

の
は
、
古
代
人
に
と
っ
て
自
然
な
こ
と
」
と
す
る
、
渡
瀬
昌
忠
の

説
二
萬
葉
集
全
注
』
（
巻
第
七
）
〔
有
斐
閣
一
九
八
五
・
八
〕
巻
七
・

一
四
一
七
番
歌
【
注
】
「
あ
は
れ
そ
の
水
手
」
項
）
を
援
用
す
る
。

（
過
）
井
上
さ
や
か
。
秋
芽
子
」
の
形
成
ｌ
〈
物
色
〉
の
倭
製
」
急
万

葉
古
代
学
研
究
所
年
報
」
（
２
）
二
○
○
四
・
三
）

（
Ｍ
）
吉
田
修
作
雑
篇
一
「
「
い
つ
」
・
「
い
つ
く
」
・
「
ゆ
つ
」
考
」
二
古

代
文
学
表
現
論
」
お
う
ふ
う
二
○
一
三
・
三
）
（
初
出
「
い
つ
・
い
つ
く
．

ゆ
つ
」
〔
近
藤
信
義
編
『
修
辞
論
」
お
う
ふ
う
二
○
○
八
・
十
二
〕
）

（
過
）
『
書
紀
」
推
古
天
皇
三
四
年
正
月
・
三
月
条
、
天
武
天
皇
十
一
年

七
月
戊
午
条
の
ほ
か
、
『
三
代
実
録
」
に
も
載
る
。

（
肥
）
野
田
浩
子
第
三
部
七
「
寒
き
夕
は
大
和
し
思
ほ
ゆ
」
（
『
万
葉
集

の
叙
景
と
自
然
』
新
典
社
一
九
九
五
・
七
〔
初
出
「
同
題
」
『
東
横
国

文
学
一
二
六
一
九
九
四
・
三
〕
）

（
Ⅳ
）
吉
井
巌
「
遣
新
羅
使
人
歌
群
ｌ
そ
の
成
立
の
過
程
ｌ
」
（
土
橋
寛

先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
日
本
古
代
論
集
』
笠
間
書
院

一九八○・九）

（
岨
）
保
坂
秀
子
「
忠
孝
思
想
と
万
葉
歌
ｌ
藤
原
太
后
歌
の
「
吾
子
」
を

め
ぐ
っ
て
」
二
古
代
文
学
』
馳
二
○
一
三
・
三
）

（
岨
）
伊
藤
「
鐸
注
』
（
題
詞
「
贈
る
歌
」
項
）
に
、
「
大
和
か
ら
難
波
に

使
者
を
や
っ
て
贈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
歌
の
資
料
は
不

明
。
題
詞
の
「
親
母
」
（
生
み
の
親
の
意
）
が
署
名
の
代
わ
り
を
な

し
て
い
る
」
と
あ
る
。

（
別
）
例
え
ば
、
「
美
努
人
長
請
暇
解
」
に
「
為
割
剛
之
胃
病
」
（
天
平
宝

字
四
年
〔
七
六
○
〕
九
月
十
六
日
）
な
ど
。
調
査
は
、
東
京
大
学
史

料編纂所含号曼君君君ｇ・言巨-ｓごｏ・画。宕雲言匡ウ雪ョ）「奈良

時
代
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
。

（
別
）
新
大
系
『
続
紀
」
二
（
補
注
胆
’
五
八
）
。

（
〃
）
義
江
明
子
第
四
二
「
橘
氏
の
創
始
」
（
『
県
犬
養
橘
三
千
代
』
吉

川
弘
文
館
二
○
○
九
・
十
二
）
む
つ

（
羽
）
新
大
系
『
続
紀
」
は
「
志
、
親
ぴ
を
顕
す
に
在
り
」
と
訓
読
す
る

し
ん

が
、
「
親
」
と
い
う
概
念
用
語
と
解
釈
す
る
。

（
別
）
本
文
は
、
多
田
一
臣
『
日
本
霊
異
記
」
上
（
筑
摩
書
房
一
九
九
七
．

十
二
。
た
だ
し
「
親
母
」
を
「
親
し
き
母
」
と
読
み
下
す
点
を
「
親

母
」
と
改
め
る
。

（
妬
）
三
浦
佑
之
第
五
章
「
揺
ら
ぐ
家
族
」
（
『
万
葉
ぴ
と
の
「
家
族
」
誌
」

講
談
社
一
九
九
六
・
九
）

（
恥
）
三
浦
（
注
（
妬
）
前
掲
書
）
。

（
刀
）
下
見
Ⅱ
「
孝
と
母
性
」
（
注
（
岨
）
①
前
掲
書
）

（
肥
）
新
大
系
『
続
紀
」
二
（
補
注
Ⅱ
’
二
八
）
。
ほ
か
に
、
鈴
木
靖
民
『
古

代
対
外
関
係
史
の
研
究
」
（
吉
川
弘
文
館
一
九
八
五
・
十
二
）
参
照
。

（
羽
）
新
大
系
『
続
紀
」
二
（
補
注
Ⅱ
’
一
七
）
。
ほ
か
に
、
鈴
木
靖
民
（
注

（羽）前掲書）参照。

（
釦
）
『
経
国
集
」
巻
二
十
の
対
策
文
の
解
釈
は
、
下
記
研
究
母
体
「
日

本
漢
文
を
読
む
会
」
で
の
討
議
に
よ
る
。
研
究
種
目
卵
基
盤
研
究

研
究
期
間
二
一
○
○
九
～
二
○
二
課
題
番
号
率
鱈
圏
ｓ
ｓ

研
究
課
題
薑
経
国
集
』
の
総
合
的
領
域
横
断
的
研
究
研
究
代
表
恥

津
田
博
幸
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